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福岡県 築上町議会 

 

（事績２）住民に開かれた議会 

 

１，議会報告会について 

・令和 4 年度 

令和５年２月１１日に、築上町役場１階住民プラザで、「議会報告会～議員と住民のカタ

リ場～」を開催した。議員は 9 名、参加者は、午前と午後で入れ替え制とし、合計 2８人で

あった。 

「報告会」という名前ではあるが、「ステージ側に議員が並び、参加者がその報告を聞き、

希望者が質問をする」という一般的なかたちではなく、「一つのテーブルに 4～5 人程度が

集まり自由な雰囲気で話し合う」、いわゆる「ワールドカフェ方式」で行った。 

まず、複数のテーマを設定し、テーマごとに円形テーブルを設置。各テーブルには議員を 1

～2 名配置した。これにより、少人数で対話することができ、相手の意見も聞きやすく、自

分の意見も言いやすくなるというメリットが得られた。 

運営については、事前に、議会報告会実行委員会を立ち上げ、議員自身が企画・立案・運

営等行い、それを、議会事務局職員 5 人が補助するかたちとした。参加者には、当日、飛び

入り参加した人もおり、中には、今まで一度も傍聴に来たことがないという人もいた。穏や

かに情報交換をするテーブル、議論が白熱するテーブル、「ああー」と納得の声が上がるテ

ーブル等、その様子も様々であった。結果、予定時刻を少しオーバーしての終了となった。 

終了後は、アンケートを実施。アンケートのなかで、築上町執行部からの回答が必要なも

のに関して、後日、築上町ウェブサイト内の議会ページに掲載した。 

 

・令和 5 年度 

令和 6 年 2 月 1 日に、YouTube 築上町議会チャンネルにて、「令和 6 年築上町議会報告

会」の配信を開始した。この映像は、議会報告特別委員会委員を中心に、企画から撮影、編

集までをすべて議員が行ったものである。視聴者が自分の都合に合わせて視聴できるよう

に、長さの異なる 2 種類の映像を用意した。ひとつ目は、全編、約 35 分。ふたつ目は、全

編を 4 つの項目に分けたものである。それぞれ、「議長挨拶・議員紹介」、「築上町議会の役

割・活動報告・築上町の概要」、「議会運営委員会・常任委員会の報告」、「特別委員会の報告・

挨拶」の４つであり、内容は約 10 分である。議場を背景に、にこやかな議員の表情が印象

的である。 
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２，インターネットでの情報発信について 

・築上町ウェブサイト内の議会ページに、会期日程表、議案目録、一般質問事項（定例会の

み。令和元年 2 月から）及び会議録（本会議のみ。合併後の平成 18 年 1 月臨時会から）

を掲載している。 

・本会議の映像を、１週間程度で、YouTube 築上町議会チャンネルで録画配信している。

個人情報の漏洩を防ぐために、ライブ配信は実施していない。 

 

 

（事績３）議員のなり手不足に真摯に向き合いその対策を講じている議会 

 

自然豊かで歴史も深い築上町だが、過去には、首長・議員・職員が逮捕される事件があり、

「罪状は異なれど、この根底には、パワーハラスメントがある」との視点から、これを教訓

とし、合併により築上町が誕生した平成 18 年（2006）に、「築上町政治倫理条例」を制定

した。この条例は当時、「日本一厳しい」と言われる内容で、対象を、町長・副町長・教育

長・町議会議員・公営企業管理者および公社役員としており、「資産報告書の記載事項」、「町

工事等に関する遵守事項」については、特に厳格なものとなっている。また、制定から十数

年が経過しており、実態に即した内容になるよう、「町工事等に関する遵守事項」等につい

て、昨年、条例を改正した。 

さらに、職員の安全と事務事業の円滑かつ適正な執行を確保する目的で、平成 30 年（2018）

9 月、「築上町不当要求行為等の防止に関する条例」を制定した。第十条では、「不当要求行

為等に対して、警察と相談・連携して対応するものとする」と規定している。 

このように築上町議会内で、ハラスメントへの関心が高まるなかで、令和 4 年（2022）

６月に、福岡県議会において、「福岡県における議会関係ハラスメントを根絶するための条

例」が制定された。都道府県議会でのハラスメント根絶条例は、初であったこともあり、築

上町議会でも、大きな時代の変化であるとの衝撃を持って迎えられた。これを受け、武道修

司議長（当時）、塩田文男議会運営委員会委員長（当時）らを中心に、築上町議会でも、ハ

ラスメント根絶条例制定への気運が高まり、具体的に取り組むことになった。 

令和 3 年 9 月に、福岡県の市町村議会で、いち早く、中間市議会が「中間市議会ハラスメ

ント根絶条例」を制定しており、これを参考に、議会運営委員会でたたき台を作り、その後、

全員協議会で議論を重ねた。当時、築上町議会には、女性議員が 2 名在席しており、男性が

多くを占める議会のなかで、新しい視点をもたらした。 
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熱い議論の集大成として、令和 4 年（2022）、築上町議会ハラスメント根絶条例を制定し

た。ハラスメントの定義について、セクハラ、パワハラは、もちろん、マタハラ、介護休業

などの申出や環境が害される行為もハラスメントであると高らかに謳い、また、異議申立に

ついて、「議長に異議を申し立てし、訴訟をすることができる」と明記した。 

また、議員研修誌『地方議会人』（2024 年 7 月号、中央文化社）「■特集 ハラスメント

のない議会へ」に塩田文男議長が寄稿し、「現地報告 女性議員の意見がカギとなるハラス

メント根絶条例を制定」として、3 頁に渡って掲載された。 

 

 

 


